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＾ 雨中掌精B顕工事炉スタート

▲正面入口から見た南中校舎模型

平
成
9
年
1
2
月
に
策
定
さ
れ
た
「
2
1
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
学
習
環

境
の
創
造
」
を
目
標
と
し
た
南
中
学
校
改
築
基
本
構
想
を
も
と
に
総
事

業
費
1
9億
2

千
万
円
を
か
け
、
三
上
設
計
事
務
所
の
設
計
、
安
藤
•
株

木
・
要
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
の
施
工
に
よ
る
南
中
学
校
改
築
工

事
に
さ
き
が
け
、
1
0
月
1
2
日
に
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
中
学
校
は
、
県
内
初
の
教
科
教
室
型
の
校
舎
を
採
用
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
各
教
科
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
教
室
を
持
ち
、
生
徒
が
各

教
室
に
移
動
し
て
学
習
を
行
う
方
式
で

◇
生
徒
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
し
た
が
っ
て
教
室
に
移
動
を
し
て
学
習
を

行
う
た
め
、
生
徒
自
ら
が
「
進
ん
で
学
習
し
よ
う
」
と
い
う
主
体
性

が
育
つ
。

◇
各
教
室
の
専
門
性
や
特
色
を
出
し
た
学
習
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
、
教
科
の
魅
力
や
楽
し
さ
を
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
す
ば
ら
し
い
眺
望
と
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
、
2
1
世

紀
の
担
い
手
を
育
む
学
校
と
し
て
、
平
成
1
2
年
2
月
の
完
成
を
め
ざ
し
、

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

....工事の安全を願いクワ入れする小谷町長
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夏海バイバス

口

眺
望
を
生
か
し
た

回
C
字
型
し
イ
ア
ウ
ト

（
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
延
床
面
積
6
、
3
7
9
2
m
と

い
う
ゆ
と
り
あ
る
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
、
2
1
世
紀
の
教

育
に
対
応
し
た
最
新
の
設
備
を
備
え
た
学
校
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。

東
の
棟
（
三
階
建
）

海
に
面
し
た
東
の
棟
に
は
、

1
階
に

技
術
室
、
美
術
室
、
家
庭
科
室
、
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ラ

ス
が
併
設
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
生
徒

会
室
、
相
談
室
や
ロ
ビ
ー
が
あ
り
、
生

徒
の
自
主
的
な
活
動
や
語
ら
い
の
場
と

な
り
ま
す
。

2
階
に
は
、
学
習
活
動
の
中
核
的
な

役
割
を
担
う
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
パ
ソ
コ
ン
や
図
書
、
視
聴
覚
教
材

を
備
え
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
対
応
し

ま
す
。
ま
た
、
国
際
メ
デ
ィ

ア
ス
ペ

ー

ス
と
社
会
科
教
室
、
英
語
科
教
室
が
あ

り
ま
す
。

3
階
に
は
理
科
メ
デ
ィ
ア
ス
ペ

ー
ス

と
理
科
実
験
室
・
講
義
室
、
数
学
メ
デ

ィ
ア
ス
ペ

ー
ス
と
数
学
教
室
、
多
目
的

ホ
ー
ル
が
あ
り
、
集
会
時
や
第

2
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

南
の
棟
（
二
階
建
）

ー
階
に
校
務
室
（
職
員
室
）
や
会
議

室
、
生
徒
の
体
と
心
の
ケ
ア
を
行
な
う

保
健
室
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
が
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

ヽ
＼

l

2
階
に
は
、
国
語
メ
デ
ィ
ア
ス
ペ

ー

ス
と
国
語
教
室
、
書
写
室
、
放
送
室
と

ス
タ
ジ
オ
が
あ
り
ま
す
。

西
の
棟
（
二
階
建
）

格
技
場
、
会
議
室、

吹
き
抜
け
の
あ

る
音
楽
室
が
あ
り
、
地
域
の
方
々
に
も

開
放
で
き
る
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
ク
ラ
ス
単
位
で
の
活
動
に
も
配

慮
し
、
ホ
ー
ム
ベ

ー
ス
に
ゆ
と
り
を
持

た
せ
て
ク
ラ
ス
ご
と
に
特
色
の
あ
る
自

由
な
空
間
と
し
、

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
等
に

活
用
し
ま
す
。

ー 用語解説 一
学界行 ※ 

習をい 教 l
すつ‘材
る＜生やメ
スり徒作デ
ペ‘に品イ
Iグ魅のア
ス ルカ配ス

Iあ置ペ
フる‘ |
で教掲ス
個科示
人の等
で世を

※

2
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス

ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
と
生
徒
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
ス
ペ
ー
ス
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茨城の豊かなう毎づくり大洗大合 ．
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.....ヒラメの稚魚を放流する小谷町長

「
茨
城
の
豊
か
な
海
づ
く
り
大
洗
大

会
」
主
催
茨
城
の
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
実
行
委
員
会
（
茨
城
県
、
大
洗
町
、

大
洗
町
漁
協
、
大
洗
水
産
加
工
協
、
嗅

漁
連
、
県
水
産
物
開
発
普
及
協
会
、
嗅

栽
培
漁
業
協
会
等
）
が
1
0
月
1
1
日
（
日
）
、

大
洗
港
魚
市
場
を
会
場
に
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
海
の
美
し
い
自
然
と
漁

業
資
源
の
保
護
に
対
す
る
嗅
民
意
識
を

高
め
、
嗅
産
の
水
産
物
や
魚
の
消
費
拡

大
な
ど
を
目
的
に
、
昭
和
6
0
年
か
ら
大

洗
、
旦
共
北
茨
城
、
波
崎
、
鹿
嶋

ひ
た
ち
な
か
の
4
市
2
町
で
持
ち
回
り

で
開
催
し
、
今
回
で
1
3
回
目
で
す
。

大
会
実
行
委
員
会
会
長
賞

栽
培
漁
業
の
部

大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
漁
業
研
究
会

（
会
長
飯
田
晃
司
）

資
源
管
理
の
部

大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
（
貝
桁
漁
業
）

漁
場
環
境
保
全
の
部

大
洗
地
区
涸
沼
浄
化
対
策
協
議
会

（
会
長
菅
原
弾
）

消
費
拡
大
の
部

大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
婦
人
部

（
部
長
高
橋
早
苗
）

大
洗
水
産
加
工
業
協
同
組
合
青
年
部

（
部
長
和
田
志
朗
）

茨
城
県
知
事
賞

漁
場
環
境
保
全
の
部

大
洗
長
漁
会
（
会
長

会
場
で
は
、
功
績
団
体
の
表
彰
や
ヒ

ラ
メ
や
ス
ズ
キ
の
稚
魚
の
放
流
、

一
般

参
加
に
よ
る
せ
り
市
、
子
供
を
対
象
と

し
た
「
お
魚
食
べ
方
コ
ン
テ
ス
ト
」、

魚
の
さ
ば
き
方
や
料
理
方
法
を
提
供
す

る
「
浜
の
魚
料
理
相
談
所
」
な
ど
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

特
に
、
一
般
参
加
に
よ
る
せ
り
市
で

は
、
水
揚
げ
し
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
タ

イ
や
ヒ
ラ
メ
、
ス
ズ
キ
、
マ
ガ
ニ
な
ど

が
せ
り
に
か
け
ら
れ
、
大
盛
況
。
会
場

を
取
り
囲
ん
だ
来
場
者
か
ら
は
「
千
円
」

「千
五
百
円
」
な
ど
と
大
き
な
掛
け
声

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

小
松
崎
藤
吉
）

◄

サ
ン
マ
の
つ
か
み
ど
り

7
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一

大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た

一

―
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一

大
会
会
場
（
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市
場
内
）

一

―
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一
般
参
加
者
に
よ
る
せ
り
市

フ
ォ
ー
ク
が
使
い
た
か
っ
た
で
賞

2
年
生
以
下
の
部

大
内
聡
士
く
ん
（
大
貫
小
1
年）

3
年
生
以
上
の
部

大
川
幸
江
さ
ん
（
磯
浜
小
3
年）

心
残
り
だ
っ
た
で
賞

（
食
べ
残
し
が
多
か

っ
た
人
）

2
年
生
以
下
の
部

須
能
千
晶
さ
ん
（
大
貫
小
2
年
）

3
年
生
以
上
の
部

小
野
瀬
友
美
さ
ん
（
磯
浜
小
3
年
）

う
ま
く
食
べ
た
で
賞

（箸
の
使
い
方
・
持
ち
方
が
綺
麗

だ
っ
た
人
）

2
年
生
以
下
の
部

篠
原
祐
太
く
ん
（
祝
町
小
ー
年）

3
年
生
以
上
の
部

石
井
美
都
さ
ん
（
磯
浜
小
6
年
）

審
査
員
も
た
ま
げ
た
で
賞

（食
べ
て
る
姿
が
美
味
し
そ
う
だ

っ
た
人
）

2
年
生
以
下
の
部

合
原
栞
さ
ん
（
友
部
第
2
小
2
年
）

3
年
生
以
上
の
部

金
田
幸
子
さ
ん
（
磯
浜
小
6
年
）

あ
ん
た
が
大
賞

（
全
体
的
に
箸
の
使
い
方
・
食
べ

方
が
上
手
だ
っ
た
人
）

2
年
生
以
下
の
部

飯
田
翔
大
く
ん
（
第
2
保
育
所
）

3
年
生
以
上
の
部

高
橋
江
里
奈
さ
ん
（
磯
浜
小
6
年
）

お
魚
食
べ
方
コ
ン
テ
ス
ト
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今年は、 3年に一度実施されている「茨城県青

年の船」が中国に向けて就航する。

去る 10月25日朝、晩秋の晴れわたった大洗港

旅客船バースには、豪華客船ふじ丸が接岸され、

青年の船の参加者一行466名を待ち受けていた。

午前10時の出航式定刻には参加者や見送る方々

でイベントパースは何時になく賑わったのです。

嗅が実施する「青年の船」事業は今年で7回目

である。これまでは鹿島港や日立港が使われてい

たが、今年は是非とも大洗港から出港させたいと

の思いから、県に働きかけて実現できたのです。

大洗港は昭和60年に商港としてスタートして以

来、フェリーを中心に発展を続けています。平成7年には旅客、

貨物船バース（第4埠頭）が完成し、旅客船等の利用促進の誘

致活動にも力を注いで来ました。こうした取り組みにより、こ

れまでも豪華客船「ふじ丸」や「飛鳥」など旅客船は8回、貨

物船は22回程入港しています。しかし、外国に向けて出航し

た船は、今回の「青年の船」が初めてです。このことは大変意

義深いものがあります。

港湾は外貿機能によって、開港とされています。我が町の港

も今回の「青年の船」の中国への出航が、外国航路開港に向け

ての新たな第一歩であり、新しい道を歩むことへの実績が生ま

れたところです。

大
洗
町
長

小
谷
陰
兌

平
成
10年
度
秋
の
叙
勲

元
大
洗
町
消
防
団
分
団
長

海
老
澤
好
一
さ
ん
に
勲
七
等
青
色
桐
葉
章

元
大
洗
町
消
防
団
分
団
長
海
老
澤
好

一
さ
ん
(

7

3

歳

・
大
貫
町
1
0
3
番

地
・
上
宿
2
区
）
は
、
昭
和
3
2
年
4
月

に
消
防
団
員
を
拝
命
以
来
、
昭
和
4
7
年

4
月
に
は
副
分
団
畏
、
同
5
3
年
1
0
月
に

は
分
団
長
を
歴
任
し
、
平
成
3
年
3
月

に
退
任
す
る
ま
で
、
3
4
年
間
の
永
き
に

亘
り
郷
土
を
災
害
か
ら
守
る
「
防
人
」

と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

海
老
澤
さ
ん
は
、
常
に
消
防
力
の
充

実
強
化
は
「
人
」
で
あ
る
と
の
信
念
を

持
ち
、
豊
冨
な
経
験
と
優
れ
た
指
導
力

で
団
員
の
資
質
向
上
と
消
防
技
術
の
向

上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
消
防
教
養
訓
練
で
は
、
新
入

団
員
等
の
育
成
や
技
術
の
鍛
練
に
そ
の

指
導
力
を
発
揮
、
昭
和
5
5
年
に
は
喋
消

防
ポ
ン
フ
操
法
競
技
大
会
で
地
区
優
勝

大
洗
港
か
ら
中
国
へ
「
青
年
の
船
」
が
出
航

゜

（
 

を
成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
所
管
す
る
第
6
分
団
は
、
木

造
住
宅
が
密
集
し
た
地
区
で
あ
る
た

め
、
地
域
住
民
に
対
し
、
常
に
家
庭
防

火
管
理
の
重
要
性
を
提
唱
し
、
自
ら
先

頭
に
立
ち
火
気
取
り
扱
い
の
指
導
等
の

火
災
予
防
活
動
を
実
践
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
う
し
た
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
住

民
の
安
全
確
保
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
叙
勲
の
栄
誉
に
浴

さ
れ
た
も
の
で
す
。

3
0
0
万
人
の
未
来
を
築
く
こ
の
一
票

茨
城
県
議
会
議
員
選
挙

任
期
満
了
に
伴
う
茨
城
県
議
会
議

場
所
は
…

員
一
般
選
挙
は
、
1
2
月
4
日
に
告
示
1
2
月
4
日
（
金
）
か
ら
1
2
日
（
土
）

さ
れ
、
1
2
月
1
3
日
（
日
）
に
投
票
が
ま
で
の
土
・
日
曜
を
含
む
毎
日
、

午

行
わ
れ
ま
す
。

前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で

▼
投
票
の
で
き
る
方

(

3

時
間
延
長
）
、

役
場
ー

満
2
0
歳
以
上
（
昭
和
5
3
年

オ

ン

階
住
民
ホ
ー
ル
で
受
け
付

1

2

月

1

4

日

以

前

に

生

ま

れ

た

け

て

い

ま

す

。

方
）
で
、
町
の
住
民
基
本
台

F
rJ

な
お
、
「
不
在
者
投
票
」

帳
に
引
き
続
き
3
ヵ
月
以
上

[
I
I

を
さ
れ
る
際
は
、
必
す
こ

（
平
成
1
0
年
9
月
3

日

以

前

本

人

が

入

場

券

を

持

っ

て

か
ら
）
登
録
さ
れ
て
い
る
方

華

示

ぉ
越
し
下
さ
い
。
（
印
鑑
不

で

す

。

要

）

▼
投
票
時
間
は

•
•

5双

ま
た
、
入
場
券
が
ま
だ

＂
＼
 

午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時

t

J

届
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、

ま
で
で
す
。
(

2

時

間

延

長

）

）

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確

▼
入
場
券
は
'
•

[
I
l

認
で
き
れ
ば
、
「
不
在
者
投

（

＼

 

投
票
所
入
場
券
は
郵
送
い

[
I
I

票
」
が
で
き
ま
す
。

た
し
ま
す
。
当
日
投
票
所
に

▼
こ
ん
な
不
在
者
投
票
も

行
く
際
に
は
、
入
場
券
と
投

3
お
体
が
不
自
由
な
方
は
、

票
所
の
確
認
を
お
忘
れ
な

r,'
「郵
便
」
で
、
入
院
さ
れ
て

く
。
（
入
場
券
が
な
い
場
合

[
[
[
り

い
る
方
は
「
病
院
」
で
の

で

も

、

投

票

所

で

本

人

で

あ

不

在

者

投

票

の

制

度

が

あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
投

c

/」

り
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
）

r,＇

ぞ
れ
不
在
者
投
票
が
で
き

▼
「
不
在
者
投
票
」
の
こ
利

る
条
件
が
限
ら
れ
て
い
ま

用
を
1
・

す
の
で
、
お
早
め
に
お
た
す
ね
下
さ

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
・
旅
行

・
レ

ジ

い

。

ャ
ー
な
ど
の
理
由
で
、
当
日
投
票
で

烹
問
合
せ
／
町
選
挙
管
理
委
員
会

き
な
い
場
合
は
、
「
不
在
者
投
票
」
事
務
局
（
役
場
総
務
課
内
）

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

6

(
2
6
7
)
5
l
l
l

▼
「
不
在
者
投
票
」
の
期
間
と
投
票

内
線
2
3
3

‘、

(5) 広報おおあらい '98.l l.9 



63rd JAPAN OPEN GOLF CHAMPIONSHIP 

"本オープンゴルフ選f権繭枝

日

本

コ

ル

フ

界

最

高

の

権

威

と

伝

統

を

も

っ

「

第

63回
日

本

オ

ー

フ

ン

コ

ル

フ

選

手

権

競

技

」

が

10月
ー

日

か

ら

4

日

間

、

大

洗

コ

ル

フ

倶

楽

部

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。
同

大

会

は

、

国

内

外

の

ト

ッ

プ

プ

ロ

99名
と

ト

ッ

プ

ア

マ

15名
が

出

場

。

賞

金

総

額

ー

億

2
千

万

円

、

優

勝

賞

金

2

千

4
0
0万
円

と

名

誉

を

か

け

、

72
ホ

ー

ル
ス
ト
ロ
—
ク
プ
レ
ー

で
争
わ
れ
た

結

果

、

通

算

5
ア

ン

ダ

ー

で

田

中

秀

道

選

手

が

初

優

勝

し

ま

し

た

。

大

洗

コ

ル

フ

倶

楽

部

は

、

昭

和

28年

10月
に

開

場

し

て

以

来

、

「

関

東

プ

ロ

コ

ル

フ

選

手

権

大

会

」

（

昭

和

33年
）

を

始

め

と

し

て

「

日

本

プ

ロ

コ

ル

フ

選

手

権

大

会

」

（

同

35年
）

、

「

日

本

ア

マ

チ

ュ

ア

コ

ル

フ

選

手

権

大

会

」

（

同

36

年

、

60年
）

、

「

三

菱

ギ

ャ

ラ

ン

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

」

（

同

54年
、

61年
、

平

成

5

年

、

同

8
年

）

が

開

催

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

「

日

本

オ

ー

プ

ン

コ

ル

フ

選

手

権

競

技

」

は

初

め

て

の

開

催

で

す

。

初

日

こ

そ

雨

に

た

た

ら

れ

ま

し

た

が

、

残

る

3
日

間

は

、

夏

を

思

わ

せ

る

ほ

ど

の

晴

天

に

恵

ま

れ

、

来

場

し

た

大

勢

の

観

客

は

プ

ロ

の

技

と

名

勝

負

に

大

き

な

歓

声

と

拍

手

を

送

っ

て

い

ま

し

た

。

ま

た

、

財

団

法

人

日

本

コ

ル

フ

協

会

か

ら

地

元

福

祉

に

役

立

て

て

下

さ

い

と

金

50万
円

が

小

谷

町

長

に

贈

ら

れ

ま

し

こ
。

r
 

▲優勝トロフィー(JGAオープン杯、内閣総理大臣杯）を手にす
る田中秀道プロ

》
・

▲

前

日

ま

で

首

位

に

つ

け

て

い

た

尾

崎

直

道

プ

ロ

、

一

打

お

よ

ば

す

2
位

。

(18番
グ

リ

ー

ン

脇

か

ら

の

ア

プ

ロ

ー

チ

シ

ョ

ッ

ト

）

窓

名やぷt.It，iヤ;t.'l；

▲地元水城高校出身の片

山晋吾プロ。通算 10オ

ーバーでおしくも38位

タ イ (17番ティ ーショ
ット）

►

大
勢
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
埋
め
つ
く
さ

れ

た

18番
グ

リ

ー

ン

責

最
終
目

6
9
7
3
6
9
7
3
7
2
7
1
7
1
7
2
7
2
7
4
7
4
7
0
7
4
7
7
6
9
7
0
7
2
7
2
7
3
7
3
7
5
7
7
7
1
7
2
7
3
7
4
7
6
7
6
7
7
7
9

掲

成
3
日
目

7
2
6
8
7
0
7
0
6
8
7
3
7
5
7
2
7
4
7
2
6
9
7
2
7
4
7
0
7
7
7
8
7
2
7
2
7
1
7
4
7
2
7
3
7
4
7
7
71
7
1
7
0
7
1
7
4
7
3

載

終
2
日
目

7
0
7
2
7
2
6
8
7
3
7
3
7
1
7
6
7
2
7
2
7
1
7
5
7
1
7
2
7
0
7
2
7
2
7
3
7
2
7
6
7
4
71
7375
71
7
3
7
2
7
4
7
1
7
0
て

最雇

初

目

72
71
7
5
7
6
7
6
7
3
7
3
7
0
7
2
7
2
7
6
7
4
7
2
7
2
7
6
7
2
7
6
7
6
7
7
7
0
7
2
7
3
7
7
7
1
8
0
7
7
7
7
7
4
7
3
7
3
中

繹

＝
＝
＿
＝
＝
＝
＿
＝
＝
＝
＿
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＿
＝
＝
＝
＿
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
名

0

手

通

算

勾

284
獅

287289290290290290290
図

291291291

言
言
言
29329429529529529529529529529562
麟

選

出

ソ

道

道

聡

徹

郎

己

昭

宏

一

司

一

志

昇

之

作

光

幸

要

樹

一

忠

ン

ィ

樹

郎

人

ザ

典

雄

光

進

吐

プ

名

秀

直

一

靖

敏

和

将

仁

武

錦

寛

周

信

常

茂

竜

志

ネ

鴻

三

信

善

竜

利

ド

て

手

圭

リ

ウ

勺

シ

木

ノ

ン

合

ー

選

中

崎

口

堀

田

達

見

崎

”

山

田

本

原

島

尾

山

保

ラ

戸

木

藤

巻

崎

沢

亡

者

ラ

の

オ

田

尾

東

谷

深

奥

小

高

パ

尾

マ

崎

謝

藤

杉

湯

中

横

丸

田

陳

テ

イ

井

藤

佐

ミ

水

高

伊

券

司

本

順

位

0
0
0
0
0
R
R
R
R
R
R
R
R
R
⑮
⑤
⑤
R
R
R
R
②
②
②
R
②
②
R
②
R
決
紙

日

5
4
2
1
1
2

3

4

5

6

7

'98.l l.9 広 報お おあらい (6) 



選挙管理委員の紹介
今回、後藤進一委員、小野

瀬秦作委員長代理の両委員が
退職されたことに伴い、補充
員（平成7年 l2月15日議会
議決）より、山口進康さん、
木ノ本和エさんが委員に就任
いたしましたので、町選挙管
理委員会の体制をご紹介いた
します。

大貫委寛員彦長さん

（現任）

—·こ大内委員俊長夫代さ理ん

（平成10年6月23日委員長代理に就任）

突二 傘ヽ9、ー・¥99̀ ●̀‘..̀  ̀

山口委進康員さん

（平成10年1月7日就任）

委員

木ノ本和エさん
（平成10年6月16日就任）

※現委員の任期は 、平成
11年12月14日満了です。

(7) 広報おおあらい '98.l l.9 

医療福祉e制度が変わりました！！
平成lO年ll月からすべての妊産婦の方や父子家庭の父と子の方に対する医療費助成制度

が新設されました。

また、この制度の安定的な継続を図るために、自己負担制度が導入（ただし、重度心身障

害者等は除く）されました。

←妊産婦医療費助成（新設） 「自己負担の導入

●対象者・・ 9•• 国保・社保の妊産婦の方

ただし、所得制限あり

●利用期間• • 妊娠の届け出のあった月の初日から出

疇 1自己口のみ
産の翌月の末日まで

●支給方法 償還払い（医療機関において、医療保

険の一部負担の立て替え払

いをし、大洗町から右記の I 
自己負担を除いた額の払い

戻しを受ける。）

I 
1日
500円

父子家庭医療費助成制度（す新る已二 1ヶ月
対象者・① 18歳未満の児童を監護 2回を限度

の父とその児童

校在学者とその父

ただし、所得制限あり

●支給方法 現物給付（医療機関において、右記の

自己負担のみを支払う。）

（病院・診療所

など。ただし、

． ，保険薬局を除く）

I I乳幼児・母子家庭医療費助成制度 I疇

重度心身障害者等医療費助成制度（従来どおり自己負担なし）

妊産婦、父子家庭の方の申講手続きを保健課で受け付けています。

母子手帳（妊産婦のみ）、保険証、印鑑等を持参して下さい。

問合せ・受付／保健課国保係 合 267-5l l l（内線122)

l( 

IL 



．． ． ． 
載
壇 み

ん
な
の
ひ
ろ

刈
り
入
れ
の
近
き
稲
田
は
水
に
漬
か
り

ま

も
見
守
る
人
ら
の
口
惜
し
さ
思
う

寺
釜
九
区
加
部
東
ふ
み

[
評
]
那
珂
川
の
氾
濫
は
各
地
に
被
害

を
及
ぼ
し
た
。
悔
し
さ
が
伝
わ
る
。

シ
ベ
リ
ヤ
に
ゆ
き
し
弟
い
ず
く
に
ぞ
吹

く
北
風
に
憶
い
出
さ
る
る

永
町
十
六
区
猪
瀬
ゆ
き

[
評
]
酷
寒
の
シ
ベ
リ
ヤ
よ
り
還

nぬ

弟
へ
の
鎮
魂
歌
と
も
言
え
る
哀
歌
。

オ
レ
ン
ジ
に
夜
空
を
染
め
て
出
航
の
霧

笛
い
く
た
び
吾
が
家
に
届
く

仲
町
四
区
庄
司
千
代
子

[
評
]
霞
に
映
え
る
夜
空
は
あ
や
し
い

ま
で
に
色
を
染
め
る
。
実
感
詠
゜

き
ら

タ
ワ
ー
よ
り
見
下
ろ
す
街
の
煙
め
き
は

さ

な

か

百
軒
百
態
の
ド
ラ
マ
の
最
中

船
渡
三
区
照
沼
と
よ
子

[
評
]
百
軒
百
態
の
ド
ラ
マ
。
巧
み
な

捉
え
方
が
読
者
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

は

か

り

湯
上
が
り
の
計
量
に
乗
り
て
少
し
で
も

減
量
あ
れ
ば
嬉
し
さ
一
杯

大
貫
桜
道
小
野
瀬
イ
シ

[
評
]
体
重
減
量
は
作
者
に
と
っ
て
の

大
き
な
関
心
事
で
あ
る
。

●
勝
山
一
美
選

せ

ん

ざ

暑
き
日
の
本
殿
還
座
の
大
祭
事
粛
々
と

し
て
式
す
す
み
ゆ
く

永
町

一
区
高
崎
夫
左
江

[評
]
神
社
の
還
座
即
ち
神
の
座
を
移

す
こ
と
。
襟
正
し
て
の
式
典
で
あ
る
。

さ
わ
さ
わ
と
歌
う
が
こ
と
く
風
に
乗
り

ビ
ニ
ー
ル
袋
は
ダ
ン
ス
し
て
い
る
。

成

田

町

大

野

恵

美

[評
]
風
に
舞
う
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
心
楽

し
む
描
写
。
「
歌
う
が
如
く
」
が
い
い
。

開
け
放
つ
部
屋
に
置
か
る
る
花
瓶
よ
り

は
み
だ
す
ば
か
り
の
ひ
ま
わ
り
の
花

寺

釜

九

区

三

村

佳

江

[
評
]
ひ
ま
わ
り
の
大
輪
が
、
花
瓶
一

ぱ
い
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
。
写
実
詠
゜

濁
流
と
化
し
た
る
川
の
忽
ち
に
家
も
家

畜
も
み
な
呑
み
こ
み
て

寺

釜

五

区

堀

野

満

穂

[
評
]
下
句
の
情
景
が
痛
々
し
い
ま
で

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
牛
ま
で
も
。

泣
き
な
が
ら
名
を
呼
び
合
い
し
空
襲
下

声
ま
つ
わ
れ
る
原
爆
資
料
館

南
清
水
一
区
広
木
チ
イ

[
評
]
敗
戦
五
十
年
以
上
経
て
も
そ
の

絵
に
も
似
て
網
戸
に
灯
蛾
這
わ
せ
し
ま

ま
ナ
イ
タ
ー
中
継
終
り
ま
で
見
る

祝
町
二
区

吉

川

和

[
評
]
上
句
と
下
句
の
照
応
が
面
白
い
。

巧
み
な
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
。

と
も

ぼ
ん
ほ
り
の
灯
る
明
り
の
夏
祭
り
露
店

に
子
ら
の
声
弾
み
い
て

蔵

前

三

区

鴨

川

靖

[
評
]
夏
祭
り
の
雰
囲
気
が
充
分
に
表

出
さ
れ
て
い
る
。
風
物
詩
の
―
つ
。

つ
ま

湯
の
宿
に
山
の
頂
き
露
立
ち
夫
と
朝
茶

を
味
わ
い
て
お
り

永
町
四
区
川
上

ひ

さ

[評
]
旅
先
で
の
お
茶
は
格
別
だ
。

那
珂
川
の
水
溢
れ
つ
つ
海
岸
に
材
木
あ

ま
た
打
ち
あ
げ
ら
れ
し

東

光

台

田

中

勝

枝

[
評
]
想
像
を
超
え
る
災
難
だ
っ
た
。

＜
 

拷
問
に
あ
け
暮
る
る
果
死
に
し
と
う
小

林
多
喜
の
碑
の
前
に
仲
つ

新
町
一
区
の
一
山
田
公
江

[
評
]
プ
ロ
レ
タ
リ
ャ
文
学
作
家
の
死

そ
の
痛
ま
し
い
碑
の
前
は
去
り
難
い
。

わ
が
家
の
軒
の
燕
は
い
ま
だ
見
ず
迷
い

た
り
し
か
海
の
は
た
て
に

蔵

前

二

区

田

山

佳

風

[
評
]
人
家
に
営
巣
し
、
秋
は
南
方
に

去
り
、
春
に
は
再
び
飛
来
。
何
と
い
と

し
い
小
動
物
で
あ
ろ
う
。

じ

だ

叫
び
声
は
耳
染
に
残
っ
て
い
る
の
だ
。

第1保育所 きくち たかひろくん (5歳）

蜆ぶ......--..c <I.. -.....。
第1保育所 おぬま

彎

りょうすけくん (6歳）

~ 

｀ 

ほ

く
・／―
．0
区
し
の

)
C
(

J
¥
 

~

{
,、 ]

lつ
り
2

．
孝
マ
ラ
リ
ー

」
第l保育所 たかのぷ りょう くん (6歳）

勾 霊 芦心｀

すずき 船

◇
-l

l

]

 
＜
 

ゃきゆじ
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「ポー トレー ト」 F4 1/250 

八代弘之

〔評〕モデル撮影会の作品ですが、画面構成を

良く考慮してうまくまとめ、女性のやさしい

視線やしぐさを良く表現しています。

70~210mm 

「彼岸花」 1/125 

山崎正

〔評〕カ ラー写真の一番の決め手は色合いにあ

ります。

赤と緑のソフ ト画面が初秋の季節感 を良く出

してい ます。

135mm F5.6 

フ
ォ
ト
P
H
D
T
O

[講
評
]
佐
川

泰
久

十

一

月

は

霜

月

と

も

呼

ぶ

よ

う

に

寒

く

な

っ

て

霜

が

降

り

、

戸

外

で

咲

く

花

も

少

な

く

な

っ

て

き

ま

す

。

花

や

庭

木

も

冬

仕

度

を

始

め

る

時

期

で

す

。

戸

外

で

過

ご

し

た

鉢

物

は

、

日

当

た

り

の

良

い

軒

下

な

ど

に

移

動

し

ま

し

ょ

う

。

地

上

部

が

枯

れ

て

根

株

だ

け

で

冬

越

し

す

る

宿

根

草

な

ど

は

、

温

度

変

化

が

少

な

く

日

当

た

り

の

少

な

い

場

所

で

、

こ

も

（

む

し

ろ

）

な

ど

を

か

け

て

乾

燥

し

な

い

よ

う

に

来

春

ま

で

囲

い

ま

す

。

観

葉

植

物

は

屋

内

の

日

当

た

り

の

良

い

場

所

に

取

り

込

み

、

水

や

り

と

肥

料

の

回

数

を

減
nして根
腐

れ

し

な

い

よ

う

に

注

意

し

ま

し

ょ

う

。

（

高

温

性

の

植

物

で

も

昼

夜

の

温

度

差

を

少

な

く

し

て

管

理

す

る

の

が

ポ

イ

ン

ト

で

す

。

）

ま

た

、

大

切

に

し

す

ぎ

て

枯

れ

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

の

で

、

自

分

の

家

の

環

境

に

慣

ら

し

て

栽

培

す

る

の

も

コ

ツ

で

す

。

今

月

の

中

＼

下

旬

は

、

美

し

い

実

を

付

け

た

ウ

メ

モ

ド

キ

、

ガ

マ

ズ

ミ

、

ム

ラ

サ

キ

シ

キ

ブ

な

ど

の

種

ま

き

時

期

で

す

。

方

法

は

果

肉

を

取

り

除

い

キ
ク

季
節
の花

だ
よ
り

（

大

貫

寛

昭

記

）

ー

町

緑

化

推

進

協

議

会

ー

て

種

子

だ

け

を

赤

土

に

ま

き

ま

す

。

深

さ

は

種

子

の

三

倍

が

良

い

で

し

ょ

う

。

乾

燥

に

は

注

意

し

て

下

さ

い

。

発

芽

は

来

春

に

な

り

ま

す

。

葉

ボ

タ

ン

、

パ

ン

ジ

ー

、

ビ

オ

ラ

、

チ

ュ

ー

リ

ッ

プ

な

ど

も

十

ー

十

一

月

が

植

え

込

み

時

期

で

す

。

い

す

れ

も

日

当

た

り

の

良

い

場

所

に

植

王

ま

し

ょ

う

。

葉

ボ

タ

ン

、

チ

ュ

ー

リ

ッ

プ

は

肥

料

を

少

な

め

に

し

て

植

え

ま

す

。

パ

ン

ジ

ー

、

ビ

オ

ラ

は

肥

料

を

や

や

多

め

に

施

し

て

植

え

、

一

1
四

月

ま

で

月

一

回

化

成

肥

料

を

追

肥

し

ま

し

ょ

う

。

Q

庭

木

の

移

動

は

い

つ

頃

、

ど

の

よ

う

に

し

た

ら

よ

い

で

し

ょ

う

か

。

A
落

葉

樹

は

葉

が

落

ち

た

十

一

1三

月

が

適

期

で

す

が

、

一

ー

ニ

月

上

旬

の

寒

さ

の

強

い

時

期

は

避

け

ま

し

ょ

う

。常

緑

樹

は

春

と

秋

が

適

期

で

す

。

七

ー

八

月

と

一

月

を

避

け

れ

ば

良

い

で

し

ょ

う

。

大

き

な

樹

を

移

動

す

る

と

き

は

根

巻

き

を

し

ま

す

。

根

巻

き

を

す

る

と

き

に

は

根

を

切

り

詰

め

る

の

で

必

す

枝

も

切

り

ま

し

ょ

う

。

樹

と

根

の

バ

ラ

ン

ス

を

考

え

て

切

り

詰

め

る

の

が

コ

ツ

で

す

。

ま

た

、

植

え

替

え

を

す

ま

せ

た

ら

必

す

支

柱

で

固

定

し

て

た

っ

ぷ

り

と

水

を

か

け

て

乾

燥

か

ら

守

り

ま

し

ょ

う

。

(9) 広報おおあらい '98.l l.9 



40周年記念六合
オノチョッブスガ優勝

（
 

秋季IIIJ民野球大会が9月から lO月の日曜日に町総合運動公園で

開催されました。

大会に先立ち、長年町の野球振興に力を注がれた功労者の皆さ

ん17名と功労チームが表彰されました。（敬称略）

功労者 （故）飛田弥次郎、高野勇瀬、山口進康、加部束佑貢、

田山康衛、川上義男、米川英雄、堀江健介、斎藤卓司、荻沼三郎、

加部東正広、吉澤彰、松井昭太郎、坂本博、大）1|渉、雨ケ谷義元、

鈴石幸男

功労チーム

優

準

新友会、ニュースターズ、高橋農機、原研大洗

フィリーズ

また17チームが白熱した試合を繰り広げた第40回の記念大会

でしたが、若さとパワーでオノチョップスが激戦を制しました。

勝オノチョッフス

勝コナウィンズ

位

位

3
 3
 
M
 

優

＞
 

p
 

~
 

打撃賞

勝利監督賞

敢闘賞

IOCファイヤーズ

スカーフェイス

長谷川 満（オノチョップス）

上田 陽一 （オノチョップス）

今村和章（オノチョップス）

岩崎庄一郎（コナウィンズ）

［ 一編 一
・- .. 

-. -
I " •» •エーJ

土

ー ・ク 、J•• •9 
．．  

i.-:-.. 
t・9..-

·• 

▲場外までとんでけー

／
．
 

． 一

' こ ど ． ＾ ： 9‘ 

-:__.、．→,._,_:

ー：... 
ら，． 一→

•一

こア

名•一：ゞ9 ーや
土S̀

'["・̀―̀ : //' 
ー←一

•40周年の歴史に名を刻んだオノチョ ップス

祖（苅ポーリ醸
10月lO日（体育の日）、町総合運動公園で第4回

大洗ニュースポーツまつりが開催されました。

ニュースポーツは近年様々な競技が考案されてお

り、だれもが楽しめるスポーツです。

今回は、キックベースボール、ソフトバレーボール、

グラウンドコルフ、 ラージ卓球、新顔のバウンドテニ

スの5種目が行われ、さわやかな秋晴れの中、家族で

グループで皆さん心地よい汗を流していました。

※ニュースポーツに興味のある方は、用具やルール解

説の資料などがありますので、生涯学習課までお問合

せ下さい。

'98.11.9 広報おおあらい (70) 



秋季目体に
町から≪名が出場

▲あたたかい声援を受けて「さあ出発」

(l l) 広報おおあらい '98.l l.9 

桧山智子さん （金沢2区）

（常磐女子高校）

体操少年女子に出場

レベルの高いこの大会、

予選通過ラインの18位に

は惜しくもとどきません

でしたが、予選22位と健

闘しました。今後の活躍

が期待されます。

° 米川幸夫さん （松川第l)

（水戸葵陵高校）

柔道少年男子に出場

柔道少年男子が関東ブ

ロック大会を突破し、全

国大会まで勝ち進んだの

は6年ぶりのこと。全国

大会では、山形県と対戦

し4-0と敗れましたが今

後が期待されます。

10月24日から29日までの6日間、神奈川県で開かれた第

53回国民体育大会 （かながわゆめ国体）選手団 (27競技

52種別344人）に町から4名の方が選ばれ、各種目で健闘

されました。

柴田光さん
（日本原子力研究所大洗研究所）

石井誠さん （桜道8区）

弓道成年男子に出場

「弓道は集中力とプラ

ス思考が大切」と語る石

井さんは昭和54年の宮崎

国体から7回目の国体出

場。上位入賞はなりませ

んでしたが、全国レベル

にあと一歩の手応えを感

じたとのことでした。

対戦、惜しくも敗れましたが

菊地・柴田組は緒戦に出場、

テニス成年男子に出場 ダブルスで息のあったプレー

茨城嗅は団体戦で三重県と を展開し、 1勝をあげました。

； 

； 

美しい
名車の賊演

l 0月 18日から 2l日の4日間、原宿 ー箱根間

1,600kmを走破するラフェスタミッレミリア98（世

界クラシックカーレース）が開催されました。

往年の名車67台がエントリー、タレントの堺正章

さんや地元茨城嗅出身の渡辺裕之さん、保坂尚輝 ・高

岡早紀夫妻も参加しレースに華をそえました。

大洗には3日目に到着してそのまま宿泊。4日目に

町内を走行し、沿道の声援をうけながら多くの方々が

詰めかけた大洗港イベントバースに集合後、ゴールの

箱根を目指し次々に出発していきました。



近
年
の
建
物
火
災
の
死
者
の
う
ち
、

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
約
9
割
で
、

そ
の
う
ち
の
約
半
分
が
高
齢
者
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
向
け
て

高
齢
者
の
生
活
習
慣
を
考
え
た
避
難
対

「な
く
そ
う
住
宅
火
災

守
ろ
う
家
族
」

気
を
つ
け
て
は
じ
め
は

す
べ
て
小
さ
な
火

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
9
日
ー
1
月
15
日

⑦
 

⑥
 

⑤
 

④
 

③
 

②
 

①
 

（
 

近
年
、
た
き
火
、
ご
み
の
焼
却
等
か

ら
枯
草
へ
燃
え
移
る
火
災
が
増
え
て
い

ま
す
。

空
き
地
に
雑
草
が
生
い
茂
る
と
こ
れ

か
ら
の
季
節
、
枯
草
に
よ
る
火
災
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
地
主
の
方
は
草
刈
り
等

に
ご
協
力
下
さ
い
。

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い
。

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

そ
ば
を
離
れ
な
い
。

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火

を
し
な
い
。

子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、

た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

『火
の
用
心

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

「
空
き
地
の
枯
草み

ん
な
で
注
意
」

策
、
住
宅
用
防
火
機
器
の
設
置
や
防
災

物
品
の
使
用
な
ど
家
庭
に
お
け
る
火
災

予
防
が
大
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て

働
き
た
い
方
、
す
で
に
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
と
し
て
働
い
て
い
る
方
々
が
安
心
し

て
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
、

仕
事
探
し
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。

ま
た
、
労
働
条
件
を
め
ぐ
る
諸
問
題

に
つ
い
て
の
、
相
談
内
容
に
応
じ
た
行

政
機
関
の
こ
紹
介
を
し
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
に
は
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
を
雇
つ
時
の
注
意
点
、
今
勤
め
て

い
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
活
用
、
雇
用

管
理
、
助
成
金
制
度
、
自
主
点
検
、
企

業
の
取
組
み
好
事
例
な
ど
に
つ
い
て
の

情
報
資
料
の
こ
紹
介
を
し
ま
す
。

ど
ん
な
こ
相
談
で
も
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
／
毎
週
月

1
金
曜
日
、
午
前

9
時
30
分
＼
午
後
4
時
30
分

問
合
せ
／
2
1
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事
務

所

6

(2
2
6
)
2
4ー

3

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

入
居
資
格

◇
町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
先
を
有

し
、
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
。

◇
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
の
あ
る
方
。

◇
政
令
で
定
め
る
基
準
の
収
入
者
で
あ

る
こ
と
。

（
一
般
世
帯
に
つ
い
て
は
、
過
去
ー
年

間
の
所
得
か
ら
扶
養
親
族
l
人
に
つ

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
相
談

｀`
 住所の所在地及び種別

住宅名 建設年度 間 取 り 寡集戸数 家 賃 月 額

前 原
昭和54 和室6畳 (2間） l戸 14,700~24,400円

昭和58 洋室45畳、 DK l戸 15,400~25,500円

前原 昭和57
和室8畳、和室6畳

2戸 16,000~26,600円
洋室45畳、 DK

昭和49 l戸 12,300~20,400円

松ヶ丘 昭和52
和室45畳 (2間）

l戸 12,900~21.400円
和室6畳、 DK

昭和53 4戸 13,100~21,700円

※汚水処理使用料 月額2,620円が別途かかります。

き、

3
8
0
、
0
0
0
円
を
控
除
し
た

額
の
平
均
月
収
が
2
0
0
、
0
0
0
円

以
下
）

（
入
居
者
及
び
同
居
者
の
い
す
れ
も
が

50
オ
以
上
、
ま
た
は
1
8
歳
未
満
の
世
帯
、

入
居
者
ま
た
は
同
居
者
に
障
害
者
の
い

る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
平
均
月
収
が
2

6
8
、
0
0
0
円
以
下
）

受
付
期
間
／
1
1
月
2
7
日
ま
で

（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

申
込
・
問
合
せ
／

建
設
営
繕
課
（
内
線
2
5
2
)

入
居
予
定
時
期
／
平
成
1
0
年
1
2
月
予
定

資源リサイクル回収量
(H l 0.4月～日 l0.9月）

資源物 回収量

缶類 21トン

ビン類 47トン

紙類 157トン

布類 2トン

合計 227トン

敬
老
会
記
念
品
（
商
品
券
）
は

忘
れ
す
に
お
使
い
く
だ
さ
い

去
る
9
月
1
5
日
の
敬
老
会
に
お
い
て

｀
 

記
念
品
と
し
て
お
配
り
し
ま
し
た
「
商

品
券
」
は
、
使
用
期
限
が
11
月
30
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

期
限
内
に
忘
れ
す
に
お
使
い
く
だ
さ

¥
o
 

し
平
成
10
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
資

源
こ
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
中
間
報
告
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
問
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で

集
め
ら
れ
た
資
源
物
は
総
重
皇
約
2
2

7
ト
ン
で

＿
世
帯
あ
た
り
約
3
5
k
g
に
も

な
り
ま
す
。

集
め
ら
れ
た
資
源
物
は
、
再
生
さ
れ

新
し
い
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
環
境
に
や
さ
し
い
リ
サ

イ
ク
ル
に
皆
さ
ん
の
参
加
と
こ
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

資
源
こ
み
リ
サ
イ
ク
ル

中
間
報
告

'98.l l.9 広報おおあらい (12) 



となりのまちから
ヽ

水戸地方広域市町村圏協議会

勝田全国マラソン大会 喝
と き／平成ll年2月ll日 （木）

とこ ろ／ひたちなか市石川運動ひろば

種 目／マラソン男子 ・女子の部、 男子

39歳以下、 40歳以上）の部

参加資格／日本陸連登録者及びアマチュア競技者で高校生以上

参加料／一般 3,000円

高校生 2,500円

締 切／平成10年ll月30日 （月）

申込み／所定の申込書で、 大会事務局へ

問合せ／〒312-0016 ひたちなか市松戸町2-6-l

ひたちなか市松戸体育館内勝田全国

マラソン大会事務局 合 029-275-7752

女子l0km（高校、

第4回東海I~MOま つり ＜□D 
き／ll月23日 （月）午前8時45分～

ところ／東海文化センター前広場

主な内容／いも料理•いも菓子 ・ 大いも・珍いもコンテスト、

焼きいもコーナー、いも堀探検隊 干しいも実演コ

ーナー、東海太鼓 ・水戸太鼓・ 昇竜太鼓の競演など

問合せ／東海I~MOまつり運営協議会事務局

合 282-7777 （内線7440)

と

国
民
年
金
保
険
料
は
、
将
来
支
払
わ

れ
る
年
金
の
財
源
と
し
て
積
み
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
金
積
立
金
の
一

部
を
活
用
し
、
住
宅
資
金
や
教
育
資
金

を
融
資
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
年
金
住
宅
資
金

◎
利
用
で
き
る
人
国
民
年
金
の
加
入

者
で
加
入
期
間
が
3
年
以
上

（厚
生
年

年

金

住

宅

資

金

や

教

育

資

金

の

融

資

に

つ

い

て

金
の
加
入
期
間
を
含
む
）
あ
り
、
最
近

の
2
年
間
に
保
険
料
の
未
納
ま
た
は
免

除
が
な
い
人

◎
融
資
限
度
額
の
例
（

一
般
住
宅
用
の

場
合
）

国
民
年
金
加
入
期
間

3
年
以
上
1
0
年
未
満

2
8
0
万
円

10
年
以
上

4
1
0
万
円

こ
の
ほ
か
の
住
宅
貸
付
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
住
宅
金
融
公
庫
融
資
と

あ
わ
せ
て
融
資
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融

公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

②
年
金
教
育
資
金

◎
利
用
で
き
る
人
国
民
年
金
の
加
入

者
で
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
期
間
が

10
年
以
上

（
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
と

所
得
税
第
2
期
分
の
納
税
は
、
1
1
月

3
0
日
ま
で
で
す
。

納
税
す
る
額
は
、
既
に
税
務
署
か
ら

所
得
税
第
2
期
分
の
納
税
は

11
月
30
日
（
月
）
ま
で

合
算
可
）
あ
り
、
親
族
に
高
校
大

学
・
専
修
学
校

・
各
種
学
校
等
に
入
学

ま
た
は
在
学
生
が
い
る
方
ま
た
は
本
人

◎
対
象
資
金
高
校

・
大
学
な
ど
の
受

験
料
・
入
学
金
・
授
業
料
等

◎
融
資
額
学
生

l
人
あ
た
り
5
0
万
円

ま
で

◎
申
込
先

卸
茨
城
凛
年
金
住
宅
福
祉

協
会

6
0
2
9
(
2
2
5
)
2
9
4
6

▼
救
急
自
動
車
心
電
図
伝
送
装
置
デ
ジ

タ
ル
方
式
携
帯
電
話
関
連
送
信
装
置

一
式

2

組

(
3、
2
0
0、
0
0
0
円
相
当
）

救
急
自
動
車
装
備
装
置
と
し
て

N

T
T
移
動
通
信
網
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
大
星
公
二

▼
国
旗
ポ
ー
ル
及
び
朝
礼
台

通
知
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
通
知

書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
を
納
め
て
く
だ

さ
い
。
納
期
限
ま
で
に
納
税
さ
れ
な
い

場
合
は
、
未
納
と
な
っ
て
い
る
税
額
の

ほ
か
に
、
延
滞
税
も
納
め
て
い
た
だ
＜

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
注
意
く
だ
さ

ヽ
゜
し

な
お
、
平
成
1
0
年
分
の
所
得
税
の
特

別
減
税
額
(

7

月
で
控
除
し
き
れ
な
い

分
）
が
控
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方
ヘ

ー

振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

納
期
限
(
1
1
月
30
日
）
に
、
納
税
す
る

額
が
指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
自
動
的
に

引
落
さ
れ
ま
す
の
で
、
預
金
残
高
の
確

認
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

1
便
利
な
振
替
納
税
を

1

銀
行
・
郵
便
局
等
の
預
貯
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
納
税
で
き
る
振
替
納
税
を

利
用
す
る
と
、
納
税
の
た
め
の
手
数
が

省
け
、
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
な
く
な
り
、
大
変
便
利
で
す
。

(7
8
0
、
0
0
0
円
相
当）

第

一
中
学
校
備
品
と
し
て

昭
和
2
8
年
度
磯
浜
中
学
校
卒
業
同
窓

生
一
同

▼
現
代
実
用
辞
典
（
和
英
併
用
）

90
冊

(
l
l
7、
0
0
0
円
相
当
）

学
校
及
び
公
的
施
設
用
備
品
と
し
て

磯
浜
町
2
5
7
9

田

山

慶

一
郎

▼
一金

2
0
0
、
0
0
0
円

都
市
公
園
植
樹
費
用
と
し
て

大
貫
町
1
0
0
の
ー

川

崎

実

川

崎

た

ま

▼一

金

l
o
o
‘
0
0
0
円

災
害
（
平
成
1
0
年
8
月
下
旬
）
見
舞

金
と
し
て

動
力
炉

・
核
燃
料
開
発
事
業
団
大
洗

工
学
セ
ン
タ
ー
所
長
岸
本
洋

一
郎

▼
＿金

5
0、
0
0
0
円

災
害
（
平
成
1
0
年
8
月
下
旬
）
見
舞

金
と
し
て

東
茨
城
郡
町
村
会
会
長
大
森
藤
和

▼
l

金

3
0
、
0
0
0
円

災
害
（
平
成
1
0
年
8
月
下
旬
）
見
舞

金
と
し
て

金
光
教
水
戸
教
会

▼
掛
時
計
ー
箇

掘
割
集
会
所
用
備
品
と
し
て

磯
浜
町
2
8
9
ー

吉

川

典

正

茨
城
県
最
低
賃
金
改
定

一
日

5
、
0
4
5
円

一
時
間

6
3
2
円

平
成
1
0
年
1
0
月
1
日
よ
り
実
施

茨
城
労
働
基
準
局

(l 3) 広報おおあらい '98.l l.9 



■休
館
日

1
月
1
6
日
（
月
）

3
0
日
（
月
）

1
4
日
（
月
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
3
0
分
＼
午
後
4
時
3
0
分

■貸
出
期
間

2
週
間
（
l
人
3
冊
ま
で
）

2
3
日
（
月
）

1
2
月
7
日
（
月
）

2
1
日
（
月
）

相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
商
工
会
館
婦
人
研
修
室

時
間
／
午
後
ー
時
3
0
分
1
3
時

※
第
ー
金
曜
日
は
弁
護
土
の
相
談
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
（
要
予
約
）
無
料
。

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

（
内
線
ー

6
ー）

心
配
こ
と
相
談

＇`  
f 

大
洗
町
青
少
年
育
成
会
議
主
催
に
よ

る
、
親
子
ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー
教
室
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
初
め
て
の
方
や
家
族

等
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

ま
た
、
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
等
ス
キ
ー
用

具
の
レ
ン
タ
ル
も
あ
り
ま
す
。
（
自
費
）

日
時
／
平
成
l
年
1
月
9
日
（
土
）

午
前
4
時
集
合
（
午
前
4
時
30
分
出
発
、

午
後
8
時
大
洗
着
予
定
）

場
所
／
栃
木
県
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ス
キ

ー
場

参
加
人
数
／
町
内
の
小
学
ー
年
生
以
上

の
親
子
8
0
名
（
必
す
親
子
で
あ
る
こ
と
）

参
加
費
／
大
人

4
、
0
0
0
円

小
人

3
、
0
0
0
円

申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
参
加
費
を
そ
え
て
中
央
公
民

館
内
生
涯
学
習
課
へ
お
申
込
下
さ
い
。

（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
と
な
り
ま

す）問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

c

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

※
申
込
書
は
、
中
央
公
民
館
図
書
室
力

ウ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

親
子
ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー

参
加
者
募
集
！

健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

「
老
人
保
健
法
」
、

「結
核
予
防
法
」

に
基
つ
く
健
康
診
断
を
実
施
い
た
し
ま

/

、ヽ
1検診日程表 I

大
洗
町
野
球
連
盟
で
は
、
壮
年
野
球

チ
ー
ム
(

4

0

歳
以
上
）
の
平
成
1
年
発

足
を
目
指
し
、
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

野
球
の
好
き
な
方
（
町
外
者
も
可
）

の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
野
球
を
し
て
健
康
な
体
を
つ

く
り
、
還
暦
ま
で
野
球
が
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

練
習
予
定
／
土
・
日
ま
た
は
平
日
の
ナ

イ
タ
ー

（週
ー
、
2
回
）

出
場
大
会
／
国
体
予
選
な
ど

申
込
・
問
合
せ
／

昼
小
沼
信
介
（
生
涯
学
習
課
）

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

大

川

渉
6

(
2
6
7
)
1
4
6ー

津

田

信

吾

6

(
2
6
7
)
2
7
2
l
 

夜

壮
年
野
球
チ
ー
ム
(

4

0

歳

以
上
）
メ
ン
バ
ー
募
集

月日 検診場所 時 間

12月15日 午前930~1130 

（火）
保健センター

午後l00~300 

12月16日 午前930~1130 

（水）
保健センター

午後l00~3 00 

す
。
9
月
の
健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
な

か
っ
た
方
は
、
こ
の
機
会
に
お
受
け
下

さ
い
。

◇
基
本
健
康
診
査
(

4

0

歳
以
上
）

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿

．
血

液

・
眼
底
・
心
電
図
検
査

◇
結
核
健
康
診
断
(

1

5

歳
以
上
）

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

◇
肺
が
ん
検
診
(

4

0

歳
以
上
）

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
喀
痰
細
胞

検
査
（
長
年
喫
煙
し
て
い
る
方
、
た

ん
や
せ
き
が
長
く
続
い
て
い
る
方
）

◇
婦
人
の
健
康
づ
く
り
診
査

（旧

1
3
9

歳
の
女
性
）

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
・
血
液

検
査

◇
ヤ
ン
グ
マ
ン
健
康
診
査

(18139
歳

の
男
性
）

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿

・
血

液
・
心
電
図
検
査

問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（

内
線
ー

2
4
)

●大洗文化センタ―• fl266-2442 

月 日 曜 催 事 内容 開始時閻 開催場枡 入陽方法

15 日 ふるさと民謡大会 900~ ホール一 般

1 8 水 年末調整会議 900~ 大会議室 関係者
11 

22 日 芸文祭（吟詠発表会） 900~ 爪ール一 般

26 木 運転免許更新時講習会 830~ ホー）レ 関係者

国民健康保険税 （第5期）

国民年金 (11月分）

下水道受益者負担金（第3期）

鱈 1古

11月30日迄です。
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月 日 曜 事業名 対象者 受付実施時間

18 水 三種混合接種 生後3カ月～90カ月未満の乳幼児 13:00~14:00 

木
基本健診事後指導 9月実施の基本健診の詰果要指導の方 9:00~11:00 

19 
3歳児健診 満3歳に達した幼児 13:00~14:00 

金
板能回復訓練 腐害をもった方で様能訓練が必要な方 9:00~11 :oo 

20 
9生月活実改施苫のが），L必本要検な診）iの結果要指ii'[.の内生活習桐設善指樽 13:00~14:00 

火
機能回復訓練 障害をもった方で機能』11雑が必要な方 9:00~l l:00 

24 
9生月活実改施，Yのfが）店必本要検な診jjの結果変指様の内11 生活習慣改善指導 13:00~14:00 

水
基本健診事後指導 9月実施0)基本健診0)結果要指導0)方 9:00~11 :oo 

25 
9生月活史改施fのfが基必本要検な，；ク方の結果要指導の内生酋習桐改善指導 13:00~14:00 

木
国保相談 老人医療受甜券前規交付者 9:00~11 :30 

26 
生生後後36カカ月月～～47カカ月）］のの乳孔児児乳児健診 13:00~14:00 

金
機能回復謂練 障害をもった方で椴能』II練が必要な方 9:00~11 :oo 

27 
9生月活実改施善のが基必本要検な診方の結呆要指導の内生活習慣設善指導 13:00~14:00 

30 月 生活習慣改善指導 9生月活実改施普のが払必本要検な診方の結果要指導の内 13:00~14:00 

l 火
機能回復訓練 腐害をもった方で機能』II練が必要な方 9:00~11:00 

婦診査人事他康後づ指く導り 9果月要実指施導のの婦方人他康づくり診査の結 13:00~14:00 

4 金 機能回復訓練 悼（理害学を療もっ法た士方指で機祁能）訓錬が必要な方 13:00~1s:oo 

7 月 母子相談 母親及び乳幼児 9:30~11:00 

12 機能回復訓練 障害をもった方で機能訓練が必要な方 9:00~11 :oo 
8 火

ツベ）レクリン反応検査 生後3カ月～48カ月未凋の孔幼児 13:00~14:00 

9 水 1歳6カ月児健診 扁1歳6カ月に達した幼児 13:00~14:00 

10 木 BCG接種 ツベルクリン反応検査で陰性の者 13:00~14:00 

11 ノ歪＼ 機能回復訓練 障害をもった方で機能訓練が必要な方 9:00~11:00 

'] 、 一 ｀

いわせ よしひろ

岩瀬慈大くん

（桜道5区 4歳4ヵ月）

●父

●母

潔

祐子

禅籐全粂ちゃん
（寺釜12区 2歳4ヵ月）

●父

●母

元気で明るい子に育 って

ね。

自分の夢を糧に力強く生き

て下さい。応援します。

アイドIL!

豊

規余末

健康まつり健康標語
0まだ若い思うあなたが体力低下B々の運動忘れずに

〇自らが健康づくりの監督者みんなで築く健康家朕

〇気カ・体カ・自信はあっても年に一度は健康診断

〇且開発見は医療の決め手検診で守ろう我が家の幸せ

女
性
の
皆
さ
ん
は
、

「更
年
期
j

の
言
葉
に
つ
い
て
あ
ま
り
良
い
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ

て
い
な
い
方
が
ほ
と
ん

ど
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

「更
年
期
』
、

い
っ
た
い
何
歳
ぐ
ら
い
の
こ
と
を
い

う
か
こ
存
じ
で
す
か
っ

「更
年
期
」
は
、
閉
経
を
境
に
前

後
5
年
ぐ
ら
い
の
期
間
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
日
本
人
女
性
の
閉
経
年
齢

は、

50
歳
ぐ
ら
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、

一
般
的
に

「更
年
期
」
と

い
わ
れ
る
時
期
は

45
1
55
歳
ぐ
ら
い

で
す
。

女
性
は

「更
年
期
」
を
迎
え
る
頃
、

人
生
の
中
で
第
2
の
転
機
と
い
わ
れ

お

詫

び

と

訂

正

11
月
号
6

ペ

ー

ジ

「

老

人

保

健

」

中

、

外

用
薬
（
ー
調
剤
分
）

1
種

類

は

50円
の

誤

り

で

し

た

。

同

6
ペ

ー

ジ

「

民

生

委

員

」

中

、

写

真

の

説

明

が

ひ

ぬ

ま

苑

と

ユ

ー

カ

リ

の

里

が

反

対

更年期を

いきいきと

過こしましょう！

る
年
代
に
い
ま
す
。
こ
の
年
代
は
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ

や
こ
の
時
期
に
起
こ
る
生
活
の
変
化

が
、
心
や
身
体
に
様
々
な
影
営
を
与

え

『更
年
期
障
害
」
が
起
こ
り
ま
す
。

（
体
の
症
状
）

顔
や
体
の
ほ
て

り

・
多
汗

．
息
切
れ

・
動
悸

．
脈
の

乱

れ

腰

痛

．
肩
コ
リ

・
下
痢

・
便

秘
．
吐
き
気

·

頻
尿
・
排
尿
病
•
か

ゆ
み

・
む
く
み

．
腟
炎

・
尿
道
炎

・

膀
眺
炎

・
耳
な
り

．
頭
痛

・
め
ま

い

・し
び
れ

e
t
c

（
心
の
症
状
）

イ
ラ
イ
ラ
，
憂
う

つ

．
不
安

・
不
眠

・
記
憶
力
低
下
・

脱
力
感
む
な
し
さ

．
寂
し
さ

＇
喪

失
感

・
無
気
カ

・
無
感
動

e
t
c

「更
年
期
障
害
」
は
、
今
ま
で
病

気
と
し
て
扱
わ
れ
す
、
女
性
は
ひ
た

す
ら
ガ
マ
ン
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
現
代
で
は
、
関
心
も
高
ま
り
対

策
も
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
の
で、

前
に
紹
介
し

た
よ
う
な
症
状
が
重
く
辛
い
と
き
に

は
医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
特
に
病
気
が
な
け
れ
ば
生

活
を
楽
し
む
こ
と
に
気
持
ち
を
切
り

か
え
ま
し
ょ
う
。
明
る
＜
積
極
的
に

過
ご
す
こ
と
が

「更
年
期
』
を
じ
ょ

う
す
に
乗
り
越
え
る
秘
訣
で
す
。

（
保
健
婦

照
山
美
樹

記
）

で

し

た

。

同

15ペ

ー

ジ

「

わ

が

家

の

ア

イ

ド

ル

」

中

、

横

田

拓

海

・

和

希

く

ん

の

父

・

母

の

名

前

は

典

久

・

悦

子

さ

ん

の

誤

り

で

し

た

。

お

詫

び

し

て

訂

正

い

た

し

ま

す

。

(l 5) 広報おおあらい '98.l l.9 
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ア カククリ
アンバランスな大きなひれと黒い体に赤い縁取りが美し

いアカククリ。こんな姿をしているのは幼魚の時だけで成

長に伴ってひれは小さく、体は銀色になってしまいます。

幼魚期の姿は身を守るために、毒のあるウミウシをまねて

いるのだと言われています。

アカククリなどツバメウオの仲間は寸足らすで鈍そうに

見えますが、急旋回が得意で水槽の中で捕まえようとして

も、クルリ、クルリと向きを変えては網をすり抜けてしま

います。その姿は空を飛ぶツバメのようで、名前はこんな

ところから来たのかもしれません。

ベ

，覇鷹闊霰霞
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